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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向と平行に二分割された半円筒状に形成され、軸方向に対して直交する方向への荷
重を受ける第一部材と、
　前記第一部材における軸方向の両端部から半径方向外側にそれぞれ延出する半円の環状
板に形成され、軸方向への荷重を受ける第二部材と、を備え、
　前記第二部材における半径方向内側端部には、半径方向内側に突出する複数の係合凸部
が形成され、
　前記第一部材における軸方向の端部には前記係合凸部が係合する複数の被係合凹部が形
成され、
　前記係合凸部が前記被係合凹部と係合した状態でかしめられることにより、前記第一部
材と前記第二部材とが結合される軸受部材であって、
　それぞれの前記係合凸部における周方向の両側には、前記被係合凹部にかしめられるか
しめ部が形成され、
　複数の前記係合凸部におけるかしめ部のうち、前記第二部材における周方向の両端側に
位置するかしめ部のかしめ量は、他のかしめ部と比較して小さくなるように形成される、
ことを特徴とする、軸受部材。
【請求項２】
　軸方向と平行に二分割された半円筒状に形成され、軸方向に対して直交する方向への荷
重を受ける第一部材と、
　前記第一部材における軸方向の両端部から半径方向外側にそれぞれ延出する半円の環状
板に形成され、軸方向への荷重を受ける第二部材と、を備え、
　前記第二部材における半径方向内側端部には、半径方向内側に突出する複数の係合凸部
が形成され、
　前記第一部材における軸方向の端部には前記係合凸部が係合する複数の被係合凹部が形
成され、
　前記係合凸部が前記被係合凹部と係合した状態でかしめられることにより、前記第一部
材と前記第二部材とが結合される軸受部材であって、
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　複数の前記係合凸部のうち、前記第二部材における周方向の両端側に位置する前記係合
凸部における前記第二部材の中央側のみに、前記被係合凹部にかしめられるかしめ部が形
成され、
　複数の前記係合凸部のうち、他の前記係合凸部における周方向の両側には、前記被係合
凹部にかしめられるかしめ部が形成される、ことを特徴とする、軸受部材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　即ち、請求項１においては、軸方向と平行に二分割された半円筒状に形成され、軸方向
に対して直交する方向への荷重を受ける第一部材と、前記第一部材における軸方向の両端
部から半径方向外側にそれぞれ延出する半円の環状板に形成され、軸方向への荷重を受け
る第二部材と、を備え、前記第二部材における半径方向内側端部には、半径方向内側に突
出する複数の係合凸部が形成され、前記第一部材における軸方向の端部には前記係合凸部
が係合する複数の被係合凹部が形成され、前記係合凸部が前記被係合凹部と係合した状態
でかしめられることにより、前記第一部材と前記第二部材とが結合される軸受部材であっ
て、それぞれの前記係合凸部における周方向の両側には、前記被係合凹部にかしめられる
かしめ部が形成され、複数の前記係合凸部におけるかしめ部のうち、前記第二部材におけ
る周方向の両端側に位置するかしめ部のかしめ量は、他のかしめ部と比較して小さくなる
ように形成されるものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２においては、軸方向と平行に二分割された半円筒状に形成され、軸方向に対し
て直交する方向への荷重を受ける第一部材と、前記第一部材における軸方向の両端部から
半径方向外側にそれぞれ延出する半円の環状板に形成され、軸方向への荷重を受ける第二
部材と、を備え、前記第二部材における半径方向内側端部には、半径方向内側に突出する
複数の係合凸部が形成され、前記第一部材における軸方向の端部には前記係合凸部が係合
する複数の被係合凹部が形成され、前記係合凸部が前記被係合凹部と係合した状態でかし
められることにより、前記第一部材と前記第二部材とが結合される軸受部材であって、複
数の前記係合凸部のうち、前記第二部材における周方向の両端側に位置する前記係合凸部
における前記第二部材の中央側のみに、前記被係合凹部にかしめられるかしめ部が形成さ
れ、複数の前記係合凸部のうち、他の前記係合凸部における周方向の両側には、前記被係
合凹部にかしめられるかしめ部が形成されるものである。
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